
 

 

志国土佐 時代の夜明けのものがたり ごめん・なはり線 

雄飛の抄（奈半利→高知） 乗車体験記          2022/4/1（金） 

 

ごめん・なはり線普通列車（自由席） 

13：16 発 高知駅                       14：53 着 奈半利駅 

 お手降り                                                    きんめちゃん      

  

  「ゆず香るひがしこうち旅御膳」 

 

15：18 発 奈半利駅  15：46 着 安芸駅 

  記念乗車証   安芸駅停車中に車内で押印可能 

16：01 発 安芸駅 16：36 着 夜須駅 

 

  

  

奈半利駅 ： エレベーターあり・ お土産ショップあり 

約 25 分あるので割とゆっくり見ながらお土産購入できる。 

 

夜須駅 ： エレベーターあり・約 24 分停車の間「道の駅やす」でゆっくりお土産見られる 

レンタサイクル（電動）あり ・ 駅下で「手結の餅」販売中 

あり中 



 

 

17：00 発 夜須駅 17：57 着 高知駅 

トンネル通過中の車内     進行方向にある大画面にはトンネルを通過する映像が出ます。 

  

 

安芸駅停車中に駅改札から撮影     安芸駅にてお手降り     サイクリング隊のお手降り 

 

 立田駅ではシャボン玉を飛ばしながらのお手降り 

 西島園芸団地より             

プチトマトのプレゼント 

アテンダントより車内配布あり 

 

  

の 

はじめ  「志国土佐  時代の夜明けのものがたり  ごめん・なはり線  雄飛の抄」に乗車して一言          

東方面は須崎駅とはまた違ったおもてなしをしていて、奈半利駅ではご当地キャラクターのきんめちゃん

がお見送りをしてくれたり、須崎市観光協会同様、資料を配布してくれた駅もあり、たくさんの関係者の方

がお手降りをしてくれる様子がお客様の立場になってはじめてこんなに嬉しいものなんだと実感しまし

た。立田駅でのシャボン玉を吹きながらのお見送りも面白いなと思いました。 

私が一番感動したのはサイクリング隊が手をずっと降りながらお見送りしてくれた景色でした。 

「高知県はどこもかしこもあったかい」そんな思いが地元高知県民でさえも感じた列車の旅でした。 

 



 

 

 


